
２００７年１０・１１月確定闘争行動予定表
第１回中央委員会火１０月２３日

水２４
１６：３０団体交渉木２５

８：４５専委交渉金２６
土２７
日２８

１５：１５専委交渉月２９
８：４５専委交渉火３０

１０：３０専委交渉水３１
木１１月１日
副区長会役員会　団体交渉１０：１５金２

土３
日４

１３：３０専委交渉月５
１０：３０専委交渉　副区長会総会火６

１０：５０小委員会交渉水７
８：４５専委交渉木８
区長会役員会金９

土１０
日１１

１５：１５専委交渉月１２
火１３

１３：１０専委交渉　人福検討委水１４
８：４５専委交渉木１５

区長会総会　区長会要請・座込行動　金１６
土１７
日１８
月１９

副区長会役員会火２０
水２１
木２２
金２３
土２４
日２５

総務部長会月２６
火２７
水２８
木２９
木３０

確定闘争の行動日程は闘争方針に基づき設定。
支部書記長会議適宜開催：人勧内容＆組合要求、交渉状況説明等
ブロック幹事区長：１港、２荒川、３品川、４豊島、５江東
区長会　会長　江戸川、副会長　新宿・台東

第２波総決起集会（３５０：）江戸川区

第１派総決起集会（１割）
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単組として２年目となる賃金確定闘争を ０７賃金確定闘争

編 集 責 任
教 宣 部 長
木 川 治

１０
月
１６
日
に
出
さ
れ
た
特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
を
受
け
２５
日
に
行
わ
れ
た
団
体
交
渉

で
、
わ
が
組
合
は
、
２３
日
の
第
１
回
中
央
委
員
会
で
の
確
認
に
も
と
づ
き
「
要
求
書
」
を
提

出
し
、
区
長
会
か
ら
基
本
的
な
「
考
え
方
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
次
確
定
闘
争
は
、
総
務
省
が
地
方
公
務
員
の
現
業
系
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
大
幅
に
引

き
下
げ
る
よ
う
各
自
治
体
に
強
力
な
圧
力
を
か
け
て
き
て
い
ま
す
。
現
行
制
度
を
基
本
と
し

つ
つ
納
得
で
き
る
賃
金
制
度
、
人
事
・
任
用
制
度
構
築
に
向
け
単
組
と
し
て
組
織
の
総
力
を

あ
げ
て
闘
い
貫
き
ま
し
ょ
う
。

国
に
追
随
し
た
き
わ

め
て
不
満
な
勧
告

１０
月
１６
日
に
特
別
区
人
事
委

員
会
が
２３
区
長
と
２３
区
議
会
議

長
に
対
し
て
出
し
た
給
与
等
に

関
す
る
勧
告
は
、
月
例
給
は
公

民
較
差
（
額
で
３８
円
率
で
０
・

０１
％
）
が
少
な
い
こ
と
か
ら
改

定
を
見
送
り
、
特
別
給
に
つ
い

て
は
、
０
・
０５
月
引
き
上
げ
４

・
４５
月
か
ら
４
・
５
月
に
改
定

し
増
加
分
は
、
勤
勉
手
当
に
割

り
振
る
。
行
政
職
（
一
）
給
料

表
の
大
卒
程
度
の
初
任
給
に
つ

い
て
は
、
国
や
、
他
団
体
同
様

に
２
０
０
０
円
引
き
上
げ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

人
事
委
員
会
の
勧
告
は
、
現

業
系
職
員
の
賃
金
等
の
確
定
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
こ
の
間
、
わ
が
組
合
が
特

別
区
人
事
委
員
会
に
対
し
て
行

っ
て
き
た
要
請
を
一
定
程
度
は

踏
ま
え
つ
つ
も
、
国
に
追
随
し

た
内
容
で
あ
り
き
わ
め
て
不
満

な
勧
告
で
す
。

本
部
、
直
ち
に
区
長
会
会

長
へ
要
請

本
部
三
役
及
び
、
賃
金
部
長

は
勧
告
が
だ
さ
れ
た
後
、
直
ち

に
区
長
会
会
長
に
対
し
て
要
請

を
行
い
、
勧
告
に
準
じ
て
（
現

行
給
料
表
を
基
本
に
）
策
定
さ

れ
る
現
業
給
料
表
を
早
期
に
示

し
、
十
分
な
協
議
を
保
障
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
区

長
会
か
ら
は
、「
近
年
、
給
与

水
準
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
の

勤
務
条
件
に
対
す
る
区
民
の
目

は
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ

い
ま
す
。
現
在
、
特
別
区
に
は
、

技
能
系
・
業
務
系
の
給
与
水
準

や
退
職
手
当
の
支
給
率
の
中
ぶ

く
れ
な
ど
、
速
や
か
に
解
決
す

べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。
」
旨

の
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
現
業
系
給
料
表
・

退
職
手
当
の
支
給
率
に
つ
い
て

厳
し
い
内
容
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

１０
月
２５
日
団
体
交
渉
に
て

要
求
書
を
提
出

１０
月
２３
日
の
第
１
回
中
央
委

員
会
で
、
給
与
改
定
期
に
お
け

る
「
２
０
０
７
年
度
賃
金
確
定

等
に
勝
利
す
る
た
め
の
闘
争
方

針
」
お
よ
び
区
長
会
に
対
す
る

「
要
求
書
」
、
具
体
的
な
行
動

計
画
や
日
程
等
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
央
委
員
会
で
の

確
認
に
基
づ
き
、
１０
月
２５
日
、

団
体
交
渉
の
場
で
西
川
委
員
長

よ
り
要
求
書
を
当
局
に
提
出
し

ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、
給
与
改
定
交

渉
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方

と
課
題
に
つ
い
て
示
さ
れ
、
①

特
別
区
の
技
能
・
業
務
系
職
員

の
給
与
水
準
に
つ
い
て
、
国
・

他
団
体
と
の
比
較
に
お
い
て
高

い
と
指
摘
さ
れ
速
や
か
に
是
正

し
て
い
く
と
の
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
②
退
職
手
当
に
つ
い

て
、
支
給
率
が
中
ぶ
く
れ
状
態

と
な
っ
て
お
り
、
早
急
に
改
め

る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
③
育
児
短
時
間

勤
務
制
度
に
つ
い
て
、
導
入
に

あ
た
り
短
時
間
勤
務
者
の
給
与

等
に
関
わ
る
制
度
の
整
備
が
必

要
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

技
能
・
業
務
系
職
員
の
給
与

水
準
・
退
職
手
当
の
支
給
率
の

見
直
し
等
は
、
わ
れ
わ
れ
の
賃

金
水
準
に
密
接
に
関
係
し
て
お

り
断
じ
て
改
悪
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。単

組
と
し
て
組
織
の
総
団
結

で
闘
い
貫
き
ま
し
よ
う
。

今
後
の
取
り
組
み

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
を

中
心
軸
と
し
た
総
決
起
集
会
の

開
催
や
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
で
あ
る

役
員
区
長
へ
の
要
請
行
動
等
の

取
り
組
み
も
重
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
高
率
を
目
指
す
ス

ト
権
の
批
准
投
票
や
ス
テ
ッ
カ

ー
闘
争
、
署
名
行
動
な
ど
の
大

衆
行
動
を
配
置
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

０７
賃
金
確
定

闘
争
特
集
号
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件は、自らの闘いで守り抜こう
は
じ
め
に

２
０
０
６
年
度
賃
金
確
定
を
め
ぐ
る
闘
い
は
、
地
公
労
法
適
用

組
合
で
あ
る
わ
が
組
合
に
と
り
、
身
分
切
替
後
、
初
の
取
組
み
と

し
て
展
開
さ
れ
た
。

公
務
員
賃
金
制
度
の
抜
本
的
改
悪
を
意
図
す
る
特
別
区
長
会
は
、

現
業
賃
金
改
悪
に
む
け
た
強
い
問
題
意
識
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、

従
来
か
ら
の
「
能
力
・
成
績
主
義
」
を
よ
り
一
層
推
進
す
べ
く
、

「
職
務
段
階
別
加
算
」
の
見
直
し
や
「
調
整
額
導
入
」
に
よ
る
退

職
手
当
改
悪
等
を
行
っ
た
。

わ
が
組
合
は
、「
自
前
の
賃
金
闘
争
」
と
の
認
識
の
下
、
地
連

別
総
決
起
集
会
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
へ
の
要
請
を
は
じ
め
、

区
長
会
会
長
区
で
あ
る
大
田
区
に
お
い
て
区
長
要
請
な
ら
び
に
総

決
起
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
要
求
実
現
に
む
け
全
力
で
取
組
ん

だ
。一

連
の
行
動
を
背
景
に
、
専
門
委
員
会
交
渉
・
小
委
員
会
交
渉

・
団
体
交
渉
等
、
労
使
交
渉
が
も
た
れ
、
区
長
会
に
対
し
提
案
の

不
当
性
を
追
及
し
そ
の
撤
回
を
求
め
る
と
と
も
に
、「
業
務
職
給

料
表
」
の
早
期
提
示
、
諸
要
求
の
実
現
を
求
め
て
き
た
。
と
り
わ

け
、
退
職
手
当
に
関
わ
る
「
調
整
額
」
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

ポ
イ
ン
ト
付
与
期
間
と
現
行
の
現
業
人
事
制
度
と
の
「
制
度
欠
陥
」

を
指
摘
し
、
区
長
会
は
最
終
団
交
の
席
上
、「
今
後
、
人
事
制
度

全
体
の
協
議
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
回
答
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
。

２
０
０
７
年
度
賃
金
確
定
を
め
ぐ
る
闘
い
は
、
１０
月
１６
日
の
特

別
区
人
事
委
員
会
勧
告
を
受
け
、
労
使
の
攻
防
が
本
格
的
に
展
開

さ
れ
る
。
同
時
に
、
事
業
執
行
に
関
わ
る
「
協
議
・
調
整
」
、
統

括
技
能
長
・
技
能
長
の
２３
区
統
一
選
考
、
清
掃
工
場
運
営
に
関
わ

る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
も
全
力
で
取
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
自
ら
の
労
働
条
件
は
自
ら
の

闘
い
で
守
り
抜
く
」
と
の
気
構
え
の
も
と
、
迫
力
あ
る
大
衆
行
動

の
展
開
と
団
体
交
渉
等
を
積
み
重
ね
、
不
当
か
つ
理
不
尽
な
区
長

会
提
案
を
は
ね
か
え
し
、
諸
要
求
の
実
現
に
む
け
取
組
み
を
強
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
、
２
０
０
７
人
勧

課
題
と
取
組
み

�

勧
告
前
の
取
組
み

生
活
実
態
を
ふ
ま
え
た
組
合
員
の
切
実
な
声
を
反
映
さ
せ
る

べ
く
、
わ
が
組
合
初
の
特
別
区
人
事
委
員
会
へ
の
要
請
が
二
度

に
わ
た
り
取
組
ま
れ
た
。
①
「
勧
告
」
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

わ
が
組
合
の
意
見
・
要
望
を
「
聞
く
場
」
を
設
け
る
こ
と
、
②

公
民
比
較
調
査
対
象
企
業
規
模
を
５０
人
か
ら
１
０
０
人
に
改
め

る
こ
と
、
③
高
い
物
価
の
首
都
圏
で
の
生
計
費
、
民
間
給
与
等

を
精
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
④
地
域
手
当
を
本
給
組
入
れ
、

な
い
し
本
給
扱
い
と
す
る
こ
と
、
⑤
最
高
号
給
到
達
者
が
多
数

存
在
す
る
級
に
つ
い
て
は
、
実
質
改
善
と
な
る
号
給
を
増
設
す

る
こ
と
等
に
つ
い
て
誠
意
か
つ
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
て
き
た
。

一
方
、
区
長
会
に
対
し
て
は
、
本
年
３
月
６
日
以
降
、
４
回

に
わ
た
り
「
給
与
改
定
」
に
関
わ
る
団
交
を
行
っ
て
き
た
。
区

長
会
は
「
技
能
・
業
務
系
職
員
の
給
与
水
準
に
つ
い
て
は
強
い

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
を
執
拗
に
強
調
し
て
い
る
が
、

な
か
で
も
５
月
１５
日
に
行
わ
れ
た
「
夏
季
手
当
」
に
関
わ
る
団

交
の
席
上
、
４
月
６
日
に
公
表
さ
れ
た
総
務
省
通
知
を
引
き
合

い
に
「
清
掃
職
員
の
給
与
水
準
は
、
民
間
よ
り
も
指
定
都
市
平

均
で
５
割
程
度
高
い
」「
職
務
・
職
責
を
よ
り
明
確
に
さ
せ
る

た
め
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
」
等
と
発
言
し
、
２
０
０
７
年

度
賃
金
改
定
に
む
け
た
不
当
極
ま
り
な
い
決
意
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
民
間
労
働
者
の
雇
用
形
態
や
労
働
実
態
を
無
視
し
、

現
業
賃
金
切
り
下
げ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
政
府
資
料
を
意
図
的

に
利
用
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

�

２
０
０
７
勧
告
の
概
要
と
問
題
点

１０
月
１６
日
、
特
別
区
人
事
委
員
会
は
２
０
０
７
年
度
賃
金
等

に
関
わ
る
勧
告
を
行
っ
た
。
①
給
与
の
公
民
比
較
で
は
民
間
４

３
４
、６
０
０
円
に
対
し
職
員
４
３
４
、５
６
２
円
で
あ
り
、
２３

区
職
員
給
与
は
民
間
に
比
べ
平
均
で
３８
円
（
０
・
０１
％
）
下
回

る
も
の
の
改
定
を
見
送
る
。

②
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、
現
行
１３
％
か
ら
１
・
５
％
引
き
上

げ
１４
・
５
％
と
し
、
同
率
程
度
、
給
与
を
引
き
下
げ
る
。

③
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
現
行
４
・
４５
月
か
ら
０
・
０５
月
引
き

上
げ
４
・
５０
月
分
と
す
る
。

④
人
事
制
度
で
は
「
職
員
の
意
欲
と
能
力
を
高
め
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
」
と
し
て
、
評
価
制
度
を

給
与
処
遇
へ
の
反
映
の
み
な
ら
ず
、
任
用
管
理
等
へ
も
活
用
す

る
な
ど
機
能
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

等
と
し
て
い
る
。

以
上
が
勧
告
の
概
要
で
あ
る
が
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ

の
間
、
わ
が
組
合
が
特
別
区
人
事
委
員
会
に
対
し
行
っ
て
き
た

切
実
か
つ
正
当
な
要
請
を
一
定
程
度
は
踏
ま
え
つ
つ
も
、
国
に

追
随
し
た
内
容
で
あ
り
不
満
な
勧
告
で
あ
る
。

特
別
区
人
事
委
員
会
は
勧
告
の
な
か
で
自
ら
の
役
割
に
ふ
れ
、

「
時
代
の
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
て
き
た
」
、「
さ
ら
に
機
能

強
化
と
充
実
に
努
め
、
特
別
区
の
専
門
的
な
人
事
行
政
機
関
と

し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
」
と
自
画
自
賛
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
態
は
国
の
指
導
（
干
渉
）
に
追
随
し
た
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

今
後
、
区
長
会
に
対
し
て
は
、
労
使
交
渉
を
通
じ
、
我
々
の

要
求
に
真
摯
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
勧
告
を
踏
ま
え
た
現
業

職
給
料
表
を
早
急
に
提
示
す
る
こ
と
等
を
強
く
求
め
て
い
く
。

�

「
引
き
続
く
課
題
」
の
解
決
に
む
け
た
取
組
み

身
分
切
替
に
伴
い
最
高
号
給
に
到
達
し
た
組
合
員
の
不
利
益

を
解
消
す
る
た
め
に
、
号
給
の
増
設
お
よ
び
上
位
級
へ
の
格
付

け
等
を
求
め
て
い
く
。

ま
た
、
清
掃
調
整
額
の
代
替
措
置
と
し
て
本
給
に
組
入
れ
た

１
３
０
０
０
円
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
最
高
号
給
へ
の
到
達
・

格
付
け
廃
止
等
に
よ
る
「
１
３
０
０
０
円
が
補
償
さ
れ
な
い
実

質
的
な
目
減
り
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
点
が
あ
り
、
退
職
金
算

定
に
あ
た
っ
て
は
「
実
損
回
避
」
に
む
け
具
体
的
な
措
置
を
求

め
て
い
く
。

技
能
�
・
�
の
初
任
給
格
付
け
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
要

求
実
現
に
む
け
取
組
ん
で
い
く
。

な
お
、
９
月
１９
日
の
団
体
交
渉
で
「
技
能
系
・
業
務
系
人
事

制
度
の
改
正
に
つ
い
て
（
案
）
」
と
し
て
、
技
能
主
任
職
昇
任

選
考
に
関
わ
る
受
験
資
格
基
準
の
変
更
提
案
が
示
さ
れ
た
が
、

「
制
度
欠
陥
」
を
解
消
す
る
だ
け
の
内
容
で
し
か
な
く
、
再
提

案
に
む
け
、
引
き
続
き
取
組
ん
で
い
く
。

２
、
諸
課
題
へ
の

対
応
と
取
組
み

�

２３
区
の
「
統
一
対
応
」
を
求
め
る
取
組
み

事
業
執
行
に
関
わ
る
統
一
対
応
を
求
め
る
取
組
み
は
、
昨
年

３
月
の
都
労
委
提
訴
以
来
、
一
年
半
を
経
過
す
る
事
態
と
な
っ

2
0
0
7
年
度
賃
金
確
定
等
に

勝
利
す
る
た
め
の
闘
争
方
針

２００７年１０月２３日
第１回中央委員会

（
３
め
ん
へ
続
く
）
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支部
地連の総決起で 自らの労働条

て
い
る
。
年
末
年
始
作
業
な
ら
び
に
「
２０
年
度
」
作
業
計
画
へ

の
対
応
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
掃
部
長
会
に
対
し
、
真

に
「
実
質
的
か
つ
実
効
性
あ
る
協
議
・
調
整
の
場
」
と
す
べ
く

最
終
的
ま
と
め
を
行
う
よ
う
取
組
み
を
強
化
す
る
。

統
括
技
能
長
・
技
能
長
昇
任
選
考
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
、

区
長
会
に
対
し
、
事
あ
る
ご
と
に
「
統
一
選
考
」
も
し
く
は
「
統

一
選
考
に
準
じ
る
何
ら
か
の
対
応
」
を
求
め
て
き
た
。「
各
区

選
考
」
に
固
執
す
る
限
り
、
区
長
会
自
ら
が
現
業
人
事
制
度
に

矛
盾
を
き
た
し
「
円
滑
な
制
度
運
用
」
が
膠
着
状
態
に
陥
る
こ

と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
も
し
な
か

っ
た
事
態
の
打
開
に
向
け
取
組
む
。

「
技
能
長
補
佐
」
の
新
設
、
技
能
主
任
設
置
基
準
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
に
む
け
、
引
き
続
き
取
組
む
。

�

清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
反
対
す
る
取
組
み

９
月
１８
日
、
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
当
局
は
、

来
年
度
か
ら
「
北
・
墨
田
・
江
戸
川
各
工
場
の
運
転
係
業
務
、

及
び
技
術
係
の
受
付
業
務
等
を
委
託
」
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
新
設
工
場
の
人
員
配
置
を
内
部
努
力
に

よ
り
行
う
」
こ
と
が
主
た
る
委
託
理
由
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、

ま
さ
に
「
委
託
の
た
め
の
委
託
」
と
も
い
う
べ
き
提
案
で
あ
る
。

こ
の
間
、
練
馬
・
有
明
・
大
田
・
杉
並
の
各
工
場
で
一
部
委

託
が
導
入
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実
態
は
一
組
総
支
部
が
「
偽

装
特
命
随
意
契
約
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
員
の
配
置

状
況
、
緊
急
時
へ
の
対
応
等
、
多
く
の
問
題
を
は
ら
む
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

安
全
か
つ
円
滑
な
清
掃
工
場
の
稼
動
に
は
日
々
の
作
業
を
通

じ
て
の
技
術
・
技
能
の
熟
練
度
の
向
上
及
び
そ
の
確
実
な
継
承

が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
た
な
委
託
提
案
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

新
規
採
用
に
よ
る
人
員
配
置
を
求
め
て
い
く
。

３
、
具
体
的
な
取
組
み

（
行
動
計
画
）

２
０
０
７
年
度
賃
金
確
定
闘
争
に
あ
た
っ
て
は
、
わ
が
組
合
の

要
求
を
提
出
し
、
早
急
に
区
長
会
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
せ
る

と
と
も
に
、
要
求
の
実
現
を
求
め
て
い
く
。
専
門
委
員
会
交
渉
を

は
じ
め
区
長
会
と
の
交
渉
は
昨
年
に
も
増
す
厳
し
さ
が
予
測
さ
れ

る
が
、
前
年
度
を
上
回
る
闘
争
体
制
を
構
築
し
、
全
組
合
員
の
総

力
で
闘
い
を
展
開
し
て
い
く
。
同
時
に
、
諸
課
題
に
対
す
る
闘
い

も
全
力
で
取
組
む
。

�

賃
金
確
定
闘
争
勝
利
に
む
け
た
取
組
み

①

区
長
会
提
案
の
内
容
、
問
題
点
、
具
体
的
な
行
動
計
画
等

に
つ
い
て
支
部
書
記
長
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も
に
全
職
場

で
意
思
統
一
を
行
う
。

②

昨
年
同
様
、
地
連
を
単
位
と
し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長

（
役
員
区
長
）
へ
の
要
請
、
当
該
区
で
の
総
決
起
集
会
を
開

催
す
る
。

③

全
支
部
・
地
連
代
表
参
加
に
よ
る
区
政
会
館
で
の
集
会
、

座
込
行
動
等
に
取
組
む
。

④

区
長
会
会
長
区
で
あ
る
江
戸
川
区
に
お
い
て
区
長
会
会
長

要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
総
決
起
集
会
を
開
催
す
る
。

⑤

ス
ト
権
批
准
投
票

諸
行
動
の
展
開
、
精
力
的
な
交
渉
の
積
み
上
げ
に
よ
り
要

求
の
実
現
を
目
指
す
が
、
最
終
局
面
に
お
い
て
は
ス
ト
ラ
イ

キ
を
構
え
組
織
の
総
力
で
区
長
会
に
「
決
断
」
を
迫
っ
て
い

く
。
ス
ト
ラ
イ
キ
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
別
途
、
拡
大
闘
争

委
員
会
等
に
提
起
し
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
全
組
合
員

に
よ
る
批
准
投
票
を
１０
月
末
を
目
途
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

⑥

ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
取
組
み

要
求
実
現
に
む
け
、
全
職
場
で
の
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
等
に

取
組
む
。

⑦

全
組
合
員
お
よ
び
家
族
署
名

家
族
を
含
め
た
署
名
に
取
組
む
。
集
約
し
た
署
名
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
な
ら
び
に
特
別
区
長
会
会
長
へ
の
要
請
行

動
実
施
時
に
手
交
す
る
。

⑧

そ
の
他

不
当
な
提
案
を
は
ね
の
け
、
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
、

上
記
の
取
組
み
を
全
力
で
行
う
と
と
も
に
、
職
場
・
支
部
（
総

支
部
）
・
地
連
・
本
部
を
通
じ
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
み
を

行
う
。

�

諸
課
題
へ
の
取
組
み

諸
課
題
に
関
わ
る
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
提

起
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
基
本
的
に
は
賃
金
確
定
闘
争
勝
利
に

む
け
た
諸
行
動
と
の
有
機
的
な
結
合
を
は
か
り
、
取
組
み
の
前

進
を
期
す
こ
と
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
反
対
に
む
け
た
闘
い
に
お
い
て
は
、
上
記
（
１
）
の

取
組
み
と
同
時
並
行
で
取
組
む
こ
と
と
す
る
。

４
、
今
後
の
主
な
予
定

（
１０
月
・
１１
月
）

「
２
０
０
７
年
１０
・
１１
月
確
定
闘
争
行
動
予
定
表
」
を
参
照

（
一
面
に
掲
載
）

（
２
め
ん
よ
り
）

写
真
説
明

２
Ｐ
右
下
と
３
Ｐ
左
上：

第
５
回
団

体
交
渉

３
Ｐ
下：

昨
年
の
区
政
会
館
総
決
起

集
会
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運運営営すするるたためめににはは、、統統一一交交渉渉はは必必要要清清掃掃事事業業をを各各区区がが責責任任をを持持っってて
は
じ
め
に

２
０
０
７
年
度
予
算
・
人
員
の
闘
い
は
、
各
区
、
清
掃
一
部
事

務
組
合
、
東
京
都
の
使
用
者
に
対
し
て
、
事
業
の
円
滑
な
運
営
、

安
全
確
保
の
立
場
か
ら
事
業
執
行
す
る
う
え
で
適
正
な
作
業
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、「
作
業
計
画
に
基
づ
い
た
人
員
を
確
保

す
る
」
取
組
み
を
強
め
て
き
た
。
し
か
し
、
各
区
、
一
組
当
局
は

財
政
難
や
自
治
体
改
革
を
口
実
に
、
現
業
合
理
化
、
退
職
不
補
充

の
方
針
を
掲
げ
、
今
ま
で
以
上
に
人
員
削
減
・
民
間
委
託
攻
撃
を

本
格
化
さ
せ
る
中
で
、
極
め
て
厳
し
い
闘
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

き
た
。

事
業
執
行
に
関
わ
る
統
一
交
渉
に
つ
い
て
も
、
清
掃
事
業
を
「
各

区
が
連
携
・
協
力
し
、
責
任
を
持
っ
て
調
整
し
て
運
営
し
て
い
く
」

の
で
あ
れ
ば
、「
そ
の
共
通
基
準
に
関
わ
る
労
働
条
件
に
つ
い
て

は
、
統
一
交
渉
で
決
め
る
べ
き
で
あ
り
、
労
使
交
渉
の
効
率
性
や

整
合
性
、
合
理
性
の
観
点
か
ら
も
統
一
交
渉
の
必
要
性
は
大
き
い
」

と
の
わ
が
組
合
の
主
張
を
拒
否
し
、
頑
な
に
各
区
事
項
と
の
考
え

方
を
崩
し
て
い
な
い
。

昨
年
の
「
平
成
１８
年
度
年
末
年
始
作
業
日
」
や
「
平
成
１９
年
度

作
業
計
画
策
定
」
、「
平
成
１９
年
度
年
間
作
業
日
」
の
交
渉
に
お
い

て
も
、
清
掃
部
長
会
と
の
協
議
・
調
整
の
場
や
区
長
会
総
会
に
お

い
て
も
、
緊
急
を
要
す
る
課
題
と
し
て
申
入
れ
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
清
掃
部
長
会
正
副
会
長
と
の
協
議
・
調
整
の
場
に
お
い
て

「
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
こ
と
が
労
使
双
方
の
責
務
と
判
断
し
、
各

区
長
宛
に
「
平
成
１８
年
度
年
末
年
始
作
業
」
に
関
す
る
申
入
れ
を

受
け
入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
各
区
・
一
組
当
局
に
対
し
回
答
し
て

い
く
こ
と
を
決
断
し
対
応
し
た
。

昨
年
の
「
平
成
１９
年
度
」
作
業
計
画
策
定
に
対
す
る
わ
が
組
合

の
対
応
に
つ
い
て
も
、
各
区
に
お
け
る
予
算
査
定
日
程
な
ど
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
段
階
を
迎
え
て
い
た
。
わ

が
組
合
と
し
て
は
、
係
争
中
の
課
題
と
は
切
り
離
し
、
統
一
交
渉

事
項
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、「
平
成
１８
年
度
年
末
年
始
作
業

計
画
」
交
渉
と
同
様
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
現
実
的
な
対
応
と
し
て

本
部
が
各
区
当
局
と
交
渉
を
行
う
決
断
を
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
間
、
清
掃
事
業
は
滞
る
こ
と
な
く
、

ご
み
は
円
滑
に
収
集
、
運
搬
、
処
理
、
処
分
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

こ
と
は
事
業
の
一
貫
性
と
２３
区
域
の
大
都
市
行
政
と
し
て
の
一
体

性
・
統
一
性
の
確
保
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
円
滑
な
事
業
運
営
の
維
持
は
、
労
働
者
が
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件
の
確
保
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も

の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
２
０
０
８
年
度
予
算
・
人
員
闘
争
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
踏
ま
え
、
統
一
要
求
お
よ
び
一
組
要

求
を
各
区
要
求
に
付
加
し
、
闘
い
を
進
め
る
。

Ⅰ
�
予
算
・
人
員
闘
争
の

基
本
的
な
闘
い
の
進
め
方

具
体
的
に
は
、
事
業
の
「
統
一
交
渉
」
を
確
保
す
る
た
め
の
方

策
を
確
立
し
、
本
部
・
支
部
（
総
支
部
）
、
地
連
に
お
け
る
意
思

統
一
を
十
分
に
図
り
、
要
請
行
動
や
決
起
集
会
、
宣
伝
行
動
な
ど

の
大
衆
行
動
を
配
置
し
以
下
の
と
お
り
闘
う
。

１
�
区
長
会
は
事
業
執
行
に
関
わ
る
事
項
は
、
各
区
事
項
と
主
張

し
な
が
ら
、
我
々
の
労
働
条
件
に
密
接
に
関
わ
る
「
廃
プ
ラ
サ

ー
マ
ル
の
モ
デ
ル
実
施
」
は
統
一
的
な
取
り
扱
い
を
決
め
、
各

区
で
実
施
し
て
い
る
。
７
月
に
は
、「
清
掃
部
長
会
と
の
協
議

調
整
に
関
わ
る
緊
急
申
入
れ
」
を
行
な
い
、
各
区
に
共
通
す
る

課
題
に
つ
い
て
改
め
て
区
長
会
が
統
一
交
渉
と
し
て
行
う
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
き
た
。
清
掃
部
長
会
と
の
協
議
調

整
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
要
請
行
動
な
ど
を
配
置
し
統
一
交
渉

の
前
進
に
向
け
て
取
組
む
。

２
�
こ
れ
ま
で
統
一
交
渉
と
し
て
行
っ
て
き
た
事
項
に
つ
い
て
は
、

本
部
交
渉
と
し
て
実
施
す
る
。
本
部
交
渉
の
妥
結
後
に
、
支
部

（
総
支
部
）
が
各
区
当
局
と
の
交
渉
を
行
う
。

３
�
各
区
に
お
い
て
は
、
予
算
査
定
な
ど
の
日
程
を
考
慮
し
、
交

渉
を
行
う
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
作
業
実
施
計
画
の
妥
結
後
は
、

作
業
実
施
計
画
に
必
要
な
人
員
、
機
材
、
そ
の
他
の
人
員
等
に

つ
い
て
も
、
安
易
に
人
材
派
遣
や
車
付
雇
上
な
ど
の
対
応
を
許

さ
ず
、
各
区
当
局
の
責
任
で
欠
員
補
充
を
行
う
こ
と
を
担
保
さ

せ
た
協
約
締
結
を
目
指
す
。

４
�
同
時
期
の
自
治
労
現
業
統
一
闘
争
と
も
結
合
さ
せ
た
闘
い
を

展
開
す
る
。

５
�
本
部
と
し
て
の
闘
争
配
置
を
行
う
一
方
、
新
た
な
試
み
と
し

て
の
各
地
連
ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
や
副
区
長
へ
の
要
請

行
動
や
決
起
集
会
な
ど
大
衆
行
動
の
配
置
も
重
要
で
あ
る
。
地

連
の
取
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
連
内
で

の
情
報
交
換
や
意
思
統
一
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
と
す
る
。

６
�
清
掃
一
組
に
対
す
る
闘
い
に
つ
い
て
は
、�
工
場
の
安
全
で
、

安
定
的
な
運
転
を
確
保
し
、
住
民
へ
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に

一
組
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
早
急
に
見
直
し
、
直
営
で
運
営

す
る
こ
と
、
�
人
材
育
成
の
た
め
に
も
し
ば
ら
く
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
を
凍
結
す
る
こ
と
、
�
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
特
殊
な

技
能
を
も
っ
た
設
備
管
理
職
員
の
不
足
は
、
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
新
規
の
補
充
を
求
め
る
、
�
事
務
職
員
に

つ
い
て
も
、
各
区
と
の
連
携
や
ご
み
処
理
行
政
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
計
画
的
な
新
規
採
用
を
行
う
こ
と
―
―
を
求
め
る
。

７
�
枝
川
支
部
の
闘
い
は
、
支
部
要
求
実
現
に
向
け
都
市
整
備
環

境
支
部
と
連
携
を
密
に
し
、
支
援
・
連
帯
を
強
め
る
。

８
�
な
お
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
度
末
段
階
で
昨
年
度
と
同
様
に

作
業
日
に
関
わ
る
労
働
協
約
を
２３
区
長
と
締
結
す
る
こ
と
も
検

討
す
る
。

Ⅱ
�
各
区
要
求
に
付
加
す
る

一
組
要
求

１
�
清
掃
工
場
等
の
中
間
処
理
施
設
の
運
営
は
、
安
全
で
安
定
的

な
稼
働
と
、
周
辺
住
民
や
区
民
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
、
む

や
み
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
推
進
す
る
の
で
は
な
く
、
直
営

で
の
工
場
運
営
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

２
�
公
害
の
な
い
安
全
で
安
定
的
な
工
場
の
操
業
を
確
保
す
る
た

め
に
、
特
殊
な
技
能
を
も
っ
た
設
備
管
理
要
員
を
早
急
に
補
充

す
る
こ
と
。
ま
た
、
設
備
管
理
職
員
・
事
務
職
員
の
新
規
採
用

が
計
画
的
に
行
え
る
よ
う
、
人
事
上
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
。

３
�
都
区
間
交
流
や
清
掃
特
例
の
人
事
交
流
を
活
用
し
、
希
望
す

る
職
員
に
つ
い
て
は
、
一
組
で
の
固
有
化
を
考
慮
し
た
人
材
交

流
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
区
へ
の
復
帰
を
希
望
す
る

区
派
遣
職
員
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
本
人
の
希
望
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
。

４
�
医
療
系
施
設
等
か
ら
の
廃
棄
物
（
紙
お
む
つ
等
非
感
染
性
廃

棄
物
）
や
鯉
ヘ
ル
ペ
ス
感
染
の
魚
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の

疑
い
の
あ
る
鳥
等
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、
２３
区
統
一
的
な

対
応
で
安
全
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
。

５
。
道
路
交
通
法
に
違
反
す
る
過
積
載
で
搬
入
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
実
効
あ
る
指
導
等
改
善
策
を
講
じ
る
こ
と
。

６
�
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
と
も
な
い
、
特
に
金
属
類
の
搬
入

は
故
障
や
安
全
上
で
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
新
不
燃
ご
み
に
属

す
る
不
燃
物
の
分
別
指
導
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
。
ま
た
、
バ

ン
カ
ー
火
災
の
増
加
も
考
え
ら
れ
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
そ
の
他
火

種
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
今
ま
で
通
り
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

Ⅲ
�「
２０
年
度
」作
業
計
画
に
関
わ
る

具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て

統
一
交
渉
事
項
に
関
わ
る
本
部
交
渉
妥
結
の
後
に
各
区
交
渉
に

入
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
以
下
の
取
組
み
を
行
う
。

作
業
計
画
は
労
働
条
件
そ
の
も
の
で
あ
り
、
労
使
交
渉
に
よ
り

決
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
地
公
労
法
第
７
条
（
団

体
交
渉
の
範
囲
）
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
各
区
作
業
実
施
計
画

策
定
交
渉
は
、
曜
日
変
動
、
季
節
変
動
や
道
路
事
情
等
を
十
分
に

配
慮
し
一
日
に
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
の
人

員
・
器
材
・
搬
入
先
等
を
計
画
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

を
改
め
て
再
認
識
し
、
作
業
実
施
計
画
策
定
に
あ
た
る
。
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
ご
み
の
重
量
だ
け
で
な
く
容
積
や
作
業
形
態
な
ど

様
々
な
観
点
か
ら
判
断
し
、
安
全
か
つ
円
滑
に
作
業
を
行
え
る
よ

う
地
域
特
性
な
ど
を
考
慮
し
た
無
理
の
な
い
弾
力
的
な
作
業
実
施

計
画
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
労

使
確
認
に
基
づ
い
た
人
員
・
器
材
の
配
置
と
、
日
常
的
な
の
作
業

実
態
の
点
検
が
重
要
で
あ
る
。

作
業
実
施
計
画
策
定
交
渉
が
予
算
編
成
日
程
に
整
合
性
を
も
た

せ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
１１
月
か
ら
１２
月
初
め
の
中

央
委
員
会
で
す
べ
て
の
区
が
了
解
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
各
区

当
局
に
回
答
を
返
す
こ
と
を
最
大
限
追
求
し
取
組
む
。
従
っ
て
、

本
部
段
階
に
お
け
る
計
画
策
定
交
渉
に
当
た
っ
て
は
１９
年
度
同
様

の
基
準
を
前
提
に
交
渉
す
る
。
ま
た
、
２
０
０
８
年
度
は
廃
プ
ラ

サ
ー
マ
ル
の
本
格
実
施
の
年
度
と
な
る
。
本
格
実
施
の
時
期
が
、

４
月
実
施
と
１０
月
実
施
の
区
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
間
で
の
サ
ー

マ
ル
計
画
に
な
る
と
こ
ろ
と
、
前
期
・
後
期
に
分
か
れ
る
た
め
前

期
の
み
の
こ
れ
ま
で
の
計
画
交
渉
に
な
る
区
が
出
る
。

多
く
の
区
で
、
今
年
１０
月
か
ら
モ
デ
ル
実
施
し
て
い
る
こ
と
や
、

廃
プ
ラ
の
資
源
収
集
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
新
不
燃
ご
み
を

隔
週
で
収
集
し
て
い
る
区
な
ど
、
各
区
の
実
情
に
応
じ
て
ご
み
量

予
測
に
つ
い
て
十
分
な
労
使
協
議
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

各
区
に
お
い
て
は
、
区
独
自
の
ご
み
減
量
対
策
や
資
源
循
環
型
を

求
め
る
新
た
な
事
業
展
開
が
試
み
ら
れ
る
動
き
が
あ
る
中
で
、
労

働
条
件
の
低
下
を
招
か
ず
、
直
営
を
前
提
に
計
画
化
す
る
こ
と
を

基
本
に
取
組
む
。

�

廃
プ
ラ
の
資
源
回
収
の
計
画
化
を
追
求
す
る
。

�

安
全
作
業
確
立
に
向
け
て
「
安
全
・
権
利
闘
争
」
を
通
年
闘

争
と
位
置
づ
け
、
日
頃
か
ら
作
業
実
態
の
点
検
・
改
善
、
作
業

計
画
の
検
証
を
行
い
、
要
求
の
根
拠
を
明
確
に
し
、
計
画
に
反

映
さ
せ
る
。

�

各
区
に
お
い
て
は
地
域
特
性
等
実
態
を
反
映
し
た
作
業
計
画

の
作
成
を
追
求
す
る
。
確
認
さ
れ
た
事
項
を
守
ら
せ
る
た
め
取

組
む
。

�

戸
別
収
集
、
定
時
収
集
な
ど
各
区
の
独
自
性
に
つ
い
て
、
労

働
条
件
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
取
組
む
。
ま
た
、
新
た
な
事

業
に
つ
い
て
直
営
で
の
計
画
化
を
追
求
す
る
。

�

祝
日
作
業
に
つ
い
て
は
、「
休
む
権
利
」「
資
源
収
集
の
定
着
」

「
作
業
休
日
と
し
た
場
合
の
問
題
点
」
な
ど
を
考
慮
し
対
応
す

る
。

�

休
日
繁
華
街
作
業
や
早
朝
作
業
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

こ
の
間
の
経
過
や
職
場
実
態
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

�

清
掃
工
場
な
ど
へ
の
適
正
搬
入
に
取
組
む
。

�

委
託
化
に
つ
い
て
は
、
粗
大
収
集
な
ど
民
間
に
委
託
す
る
こ

と
に
よ
り
混
乱
し
て
い
る
区
も
見
受
け
ら
れ
る
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
委
託
攻
撃
に
対
し
て
は
断
固
反
対
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
委
託
さ
れ
て
い
る
区

に
お
い
て
は
委
託
の
状
況
な
ど
労
使
で
検
証
、
協
議
す
る
場
の

設
置
を
求
め
る
な
ど
の
取
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

	

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
移
行
に
伴
い
、
モ
デ
ル
実
施
の

実
績
か
ら
不
燃
ご
み
が
激
減
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
厳
し

い
減
員
・
減
車
攻
撃
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
特
に
、

ビ
ン
カ
ン
・
古
紙
以
外
の
資
源
を
新
規
事
業
と
し
て
分
別
回
収

を
行
う
場
合
は
直
営
で
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。




地
連
は
、
担
当
者
会
議
、
支
部
代
表
者
会
議
な
ど
を
開
催
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
区
の
交

渉
に
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
意
思
統
一
を
行
う
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
支
援
・
連
帯
の
取
組
み
を
行
う
。

Ⅳ
�「
１９
年
度
」年
末
年
始
作
業
に

関
わ
る
取
組
み

平
成
１９
年
度
年
間
作
業
日
の
確
認
交
渉
で
わ
が
組
合
と
各
区
は
、

労
働
協
約
ま
た
は
議
事
録
で
「
年
末
年
始
作
業
に
つ
い
て
は
別
途

協
議
す
る
」
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
末

年
始
作
業
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
な
く
一
方
的
に
「
年
末
年
始

期
間
中
の
ご
み
予
測
量
の
推
計
」
を
各
区
に
求
め
る
通
達
を
出
し

作
業
を
進
め
て
い
る
。
廃
プ
ラ
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
モ
デ
ル

実
施
が
１０
月
に
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
、
ご
み
の
排
出
量
も
落
ち
着

い
て
い
な
い
時
期
に
予
測
を
求
め
て
い
る
こ
と
や
、
ご
み
量
推
計

自
体
が
作
業
計
画
の
基
本
で
あ
り
労
働
条
件
を
決
め
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
事
か
ら
も
、
労
使
協
議
を
十
分
に
重
ね
混
乱
の
な
い
計

画
作
成
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
区
交
渉
を
十

分
保
障
す
す
る
た
め
に
も
、
協
議
・
調
整
の
場
が
整
っ
て
い
な
い
中
で

は
あ
る
が
、
年
末
年
始
作
業
を
混
乱
な
く
安
全
に
進
め
る
た
め
の

現
実
的
対
応
と
し
て
、
係
争
中
の
課
題
と
は
切
り
離
し
、
統
一
交

渉
事
項
に
関
し
て
は
昨
年
同
様
本
部
が
交
渉
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

�

年
末
年
始
作
業
に
つ
い
て
わ
が
組
合
に
早
急
に
提
案
す
る
よ

う
求
め
、
機
関
で
確
認
後
に
回
答
す
る
。

�

職
種
ご
と
の
要
求
・
要
望
に
つ
い
て
は
、
各
区
当
局
に
申
入

れ
る
。

�

実
施
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
作
業
の
確
立
、
必
要

人
員
及
び
車
両
の
確
保
を
基
本
に
各
区
当
局
と
協
議
を
行
い
、

労
使
合
意
を
前
提
と
す
る
。

�

清
掃
工
場
の
連
続
焼
却
に
つ
い
て
は
「
休
む
権
利
」「
安
定

搬
入
の
確
保
」「
焼
却
能
力
」
な
ど
に
留
意
し
対
応
す
る
。

以
上

２
０
０
８
年
度
予
算

人
員
闘
争
方
針

２００７年１０月２３日
第１回

中央委員会
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〈給与等について〉
① 現業職給料表を早急に提示し、具体的な協議を行うこと。

② 現業職給料表作成にあたっては、特別区人事委員会勧告を踏まえ、現

行給料表を基本とし、以下の③、④、⑤の要求にも沿った給料表を作成

すること。

特別区人事委員会勧告は、引き上げではないが引き下げでもない。不

満ではあるが、われわれを取り巻く諸般の状況は総務省の意図的な調査

資料等、地方公務員現業職員の賃金引き下げ一色であることから、最低

でも現行賃金水準を維持するためには今年度の勧告内容と現行給料表を

基本とし作成することを求めています。

③ 地域手当は本給に組込むか、本給扱いとすること。

④ 人事委員会勧告の公民較差については、少額であっても精確に給料表

に反映するとともに全職務給の給料表を引上げること。

⑤ 給料表の号給を増設すること。

⑥ 技能�・�に関わる初任給格付にあたっては、身分切替職員との均衡
を考慮し改善すること。

⑦ 特別給については、民間企業の支給月数を精確に反映し改善すること。

⑧ 勤勉手当を廃止し、期末手当に統一し、全職員を改善の対象とすること。

⑨ 期末・勤勉手当における除算項目及び期間を改善すること。

⑩ 最高号給に到達した職員が多く存在している。これらの職員が退職す

るまでの間、職務に精励できるよう上位級へ格付けすること。

⑪ 職員が意欲を持って職務に精励できるよう級格付制度に代わる何らか

の制度を構築すること。

⑫ 級格付制度に関わり、級格付者数から昇任者数を差し引く現行の制度

を改め、制度の主旨に沿って実質的な級格付制度に改善すること。

⑬ 査定昇給等に関わり、現業系職員の査定区分を技能長以上と技能主任

以下とに区分すること。

⑭ 職員の労働意欲を維持・高揚させるとともに、年齢による昇給抑制制

度を改善すること。

昨年度の改定交渉の結果、年齢による昇給抑制制度が緩和され、５５歳

を迎えた翌年度以降も１号昇給（３号抑制）することに改善しましたが、

更に改善を求めています。

⑮ 公務労働は民間企業の効率と利潤追求を目的とした労働とはその本質

が違うものです。現行制度の勤勉手当の成績率及び査定昇給制度を廃止

し、改めて労使による十分な協議を踏まえ、客観性・合理性・公平性を

備えた納得できる制度を構築すること。

⑯ 扶養手当等を改善すること。

〈任用制度について〉
① 統括技能長及び技能長の設置基準を改善し増員すること。

② 統括技能長職・技能長職の昇任選考にあたっては、今年度の欠員状況

の実態を踏まえ、２３区統一選考を行うこと。

③ 新たな職務として技能長職と技能主任職の間に技能長補佐職を新設す

ること。

移管以降、清掃事業に対する区民の要望等は増え続け、統括技能長及

び技能長の職務は益々多種多様化しつつあることから、技能長を補佐す

るとともに、今後、旧技能主任Aに代わる技能長候補を将来安定的に育

成・確保する必要性から技能長補佐職の新設を求めています。

④ 技能主任の設置基準を業務の実態に基づいて概ね２人に１人とすること。

〈退職手当について〉
① 現行の支給率を設定した経緯を十分に踏まえて、退職手当の支給率の

見直しは行わないこと。

② 調整額の代替措置として本給に加算されている１３、０００円は、年度を

経過するごとに目減りすることが想定されます。従って、調整額に関わ

る退職金の調整にあたっては、１３、０００円の目減り分を考慮し、措置す

ること。

１３、０００円が本給に組み入れられたことにより最高号給に到達した職

員は、その後、昇格しない限りは昇給しないことになります。１３、０００

円を従来の調整額として扱った場合は最高号給に到達するまで昇給しま

す。従って、１３、０００円を組み入れた当初は全額上乗せ分として保障さ

れますが、最高号給到達により昇給が無くなる時点から実質的に１３、０００

円の目減りが生じてきます。従って、退職金の算定にあたっては、目減

り分を考慮して算定するよう求めています。

〈その他の諸制度について〉
① 所定労働時間を短縮し、早期に実施すること。

② 育児短時間勤務制度を導入するにあたっては、職員が安心して制度を

活用できるよう、給与等においても十分に配慮した制度とすること。

③ 再任用職員の職務は、現行、定年前職員と同じ職務とされています。

清掃業務は、定年年齢を超えた再任用職員には過酷な労働であり、６５歳

までの任期を全うできずに退職を余儀なくされている職員も存在してい

るのが実態です。従って、再任用期間の延長に伴って清掃職場に勤務す

る再任用職員の職務のあり方について、改めて労使による十分な協議を

すること。

④ 臨時職員等の賃金が各区により違いがあります。夏期対策や年末対

策、年度末対策等において、臨時職員の応募者数が区ごとに偏る実態が

生じています。臨時職員の確保が困難な区も生じています。従って、臨

時職員等の賃金は２３区統一とし報酬額等も改善すること。

以 上
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